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は じ め に 

 平成 14 年度にいわゆるダイエット用健康食品が全
国的に問題となり、これによる被害総数は 800名を超
え、うち死者4名を出している。 
 健康被害の原因となった健康食品に含まれている医

薬品成分は、フェンフルラミン及びN-ニトロソフェン
フルラミン以外にも、シブトラミン、ジアゼパム、マ

ジンドールなどを含有した健康食品も見つかっている。 
 長崎県では、平成15年度から監視体制を強化し、県
内で市販されている健康食品について成分検査を行っ

ている。対象となる医薬品成分は多数あり、通常の個

別分析法を用いると多大な労力と時間を要する。そこ

で今回、健康食品中に含まれる医薬品成分を迅速に分

析するため、GC-MSによるスクリーニング法を検討し
たので報告する。 
 
  実 験 方 法 
１．試料 
 県内で市販されている健康食品（錠剤、顆粒、カプ

セル） 
２．標準品 
 マジンドール、ジアゼパムはSIGMA社製、N-ニト
ロソフェンフルラミンは和光純薬製を用いた。また、

フェンフルラミンは長崎大学中島教授より、シブトラ

ミンは国立医薬品食品衛生研究所より供与されたもの

を用いた。 
  
３．試験溶液の調製 
 錠剤、顆粒、カプセル（内容物のみ）は、乳鉢です

りつぶす。この150～200mgを精秤し、メタノール：
アセトン（１：１）10mlで超音波抽出し、遠心分離後、
上澄みをとり、試験溶液とした（図１）。 
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GC-MS（Scan）で測定 
 

     図１ 試験溶液の調製 
 
 
４．測定条件 
 
カラム：DB-5MS（内径0.25mm、長さ30m） 
キャリアガス：He 
カラム流量：1.0ml/min 
スプリットレス 
注入口温度：250℃ 
インターフェース温度：230℃ 
カラム温度：80℃で2分保持後、10℃/分で280℃まで

昇温、10分保持 
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結 果 及 び 考 察 
１．抽出溶媒の検討 
 10%塩化ナトリウム溶液とジクロロメタン、酢酸エ
チルとの液－液分配を検討したが、回収率が低かった。

そこで、メタノール：アセトン（１：１）で抽出して

直接測定することによりロスをなくした。今回、検査

依頼の対象となった医薬品成分は、フェンフルラミン、

N-ニトロソフェンフルラミン、シブトラミンだけであ
ったが、この抽出により、マジンドール、ジアゼパム

も同時に測定することができた。 
 
２．市販健康食品の分析結果 
 健康食品に添加されるであろう医薬品成分量は、そ

の効能効果を期待して、医療用として使用する際の服

用量に準じると考えられる。このことより、GC-MS

で検出されなかったものについては、不検出とした。

今回試験した健康食品からは、５つの医薬品成分は検

出されなかった。 
 
  ま と め 
健康食品中に含まれる医薬品成分を迅速に分析する

ため、GC-MSによるスクリーニング法を検討した。こ
れにより検出された場合には個別分析法を行う。今回、

この方法を用いて健康食品への医薬品成分の添加の有

無を確認したところ、医薬品成分が検出されたものは

なかった。しかし、これらの健康食品以外に、医薬品

成分が添加された健康食品は年々増えてきている。さ

らに、多くの健康食品について検査するためにも、ス

クリーニング法として本法は有用であると考えられる。 
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図 1 各標準品(10ppm)の TIC 

 
１．フェンフルラミン ２．N-ニトロソフェンフルラミン ３．シブトラミン 
４．マジンドール   ５．ジアゼパム 

 




